
いよいよ今年

アンケート回答用フォーム

所要時間の目安：約８分程度
こちらの QR コードを読み取り、WEB フォームからご回答をお
願いします。

回答期限：2024 年 2 月 29 日（木）18:00

回答方法

道の駅おおえ再整備に関する

アンケート調査とワークショップ開催

のお知らせ

 道の駅及び観光に関するアンケート調査へのご協力のお願い1

　　　　　　　　　 秋頃にリニューアルオープンを控えた道の駅おおえ。大江町産の新鮮な果物や野菜が並ぶ充
実した産直、焼きたてパンが味わえる広々とした飲食スペースなどその他にもさまざまな機能がアップデートさ
れる予定で、現在着々と再整備が進められています。
この再整備は交流人口の拡大や町の情報発信強化、地域活力の創出を目的としています。そのために道の駅だけ
で完結せず、道の駅を町の玄関口として、訪れた人々が「行ってみたい！やってみたい！」と思う体験を発信し、
周辺の飲食店や観光スポットに立ち寄ってもらうことを目指しています。
そこで、周辺地域にお住まいの方々から広くご意見をお伺いし、道の駅における町の情報発信の方法を検討する
ためのアンケート調査と住民ワークショップを実施いたします。ぜひ、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
なお、この取り組みは大江町から業務委託を受けた一般社団法人ポートが企画・実施しております。

山形県にお住まいの方を対象に、これまでに訪れたことのある
道の駅や再整備後の道の駅おおえを通してやってみたい体験に
ついてお伺いします。いただいたご意見は道の駅運営の検討の
ために活用させていただきます。
アンケートの最後にはワークショップ（裏面に記載）の参加申
込もありますので、ぜひそちらもよろしくお願いします。



【第 2 回】「やってみたい！」と思う体験を考えよう
・レクチャー｜他の自治体の観光体験の事例を紹介
・ワーク①｜ネタからどんな体験ができそうか考えてみよう
・ワーク②｜誰にとって魅力的な体験なのか想像してみよう

【第 1 回】町にある体験のネタを出してみよう
・レクチャー｜観光における体験について
・ワーク①｜町内にある体験の元になりそうなネタ（モノ・コト・人）をたくさん出してみよう
・ワーク②｜それらの価値と課題を考えてみよう

【第 3 回】どうやったら体験が魅力的に伝わるか考えよう
・レクチャー｜他の自治体や道の駅の観光案内の事例を紹介
・ワーク①｜体験の魅力が伝わる発信方法のアイデアを出してみよう
・ワーク②｜発信方法の企画書を書いてみよう

※全 3 回全てに参加できなくても構いませんので、お気軽にお申し込みください。

この裏面にあるアンケートの QR コードを読み取り
最後の設問で申込の入力に進んでください。
締切：2024 年 2 月 6 日（火）18:00

大江町まちなか交流館 ATERA 2F ホール
990-1101 山形県西村山郡大江町左沢 435

一般社団法人ポート（担当：佐々木） Mail : info@atera-oe.jp TEL : 0237-84-7770

住民ワークショップ開催のお知らせ2

ワークショップ概要 参加募集定員：20 名（定員に達し次第募集を終了させていただきます）

2.13
19:00-21:00

火

2.27
19:00-21:00

火

3.12
19:00-21:00

火

開 催 場 所

お問合せ

参 加 申 込 方 法

大江町には多品種の果物や伝統的な工芸品、自然豊かな里山や歴史ある街並みなど小さいながらも多様な魅力が
ある町です。それらを道の駅に訪れた人たちにもっと知って体験してもらうためにはどうしたらよいでしょうか。
町内外から多くの人が訪れることが見込まれる新たな道の駅。そのオープンをきっかけに町にある自分の近くの
店や施設を盛り上げる方法を一緒に考えてみませんか。ご参加お待ちしております！


